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序     文 
 

独立行政法人国際協力機構は、2012 年 1 月にコンゴ民主共和国と締結した討議議事録（R/D）に基

づき、キンシャサ･バナナ交通公団を対象として、2012 年 3 月から技術協力プロジェクト「マタディ

橋維持管理能力向上プロジェクト」を実施しています。 

このたび、本プロジェクトの協力終了の 6 カ月前になったところ、プロジェクトの活動の実績、成

果を相手国側関係機関と合同で評価・確認するとともに、今後のプロジェクト活動に対する提言及び

今後の類似事業の実施にあたっての教訓を導き出すことを目的として、終了時評価調査団を派遣しま

した。 

調査団は、コンゴ民主共和国の終了時評価メンバーと合同評価調査団を構成して現地調査を行い、

その結果を合同終了時評価報告書として取りまとめました。報告書の内容は、プロジェクト関係者に

報告され、目標達成度、成果及び 5 項目評価の内容が確認されるとともに、提言内容は今後取り組む

事項として確認されました。 

本報告書は、同調査団による終了時評価結果及び協議結果を取りまとめたものであり、今後の協力

事業の実施にあたり、広く活用されることを願うものです。 

終わりに、本調査にご協力とご支援を頂いた関係者の皆さまに対し、心から感謝の意を表します。 

 

平成 26 年 9 月 

 

独立行政法人国際協力機構 
社会基盤・平和構築部長 中村 明 
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終了時評価調査結果要約表 
１．案件の概要 

国名：コンゴ民主共和国 案件名：マタディ橋維持管理能力向上プロジェクト

分野：運輸交通 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：社会基盤・平和構築部 協力金額（終了時評価調査時点）：3 億 2,200 万円 

協力

期間 

2012 年 3 月 1 日～2015 年 3 月 31 日

（R/D）：2012 年 1 月 6 日 

先方関係機関：キンシャサ・バナナ交通公団（OEBK）

日本側協力機関：本州四国連絡高速道路株式会社 

株式会社オリエンタルコンサルタンツ 

株式会社 IHI インフラシステム 

他の関連協力：マタディ橋保全計画準備調査（無償

資金協力） 

１－１ 協力の背景と概要 

コンゴ民主共和国（以下「コンゴ民」という。）では、長い内戦の影響による政府機能の不全及

び経済活動の停滞とともに、人口の一極集中化と失業者の増大、道路、水道、通信等の未整備に

よる社会の不安定化、これらが深刻な問題となっている。 

マタディ橋は、わが国の有償資金協力「バナナ～マタディ間輸送力増強事業（1974～1983 年）」

によって建設されたアフリカ最長の吊橋である。マタディ市は、同国最大の港湾であるマタディ

港を有し、外湾であるボマ･バナナと、首都キンシャサをつなぐ幹線ルートに位置する陸運の要衝

である。マタディ橋はコンゴ川対岸を結ぶ唯一の架け橋として物流の活性化に寄与し、経済･社会

面において重要な役割を果たしてきた。 

しかしながら、建設後 31 年の現在、橋梁維持管理の抜本的な点検、補修計画策定が必要となっ

てきている。マタディ橋の維持管理は、キンシャサ･バナナ交通公団（Organization pour l’Èquipment 

de Banana-Kinshasa。以下「OEBK」という。）により実施されており、マタディ橋建設時に移転さ

れた技術･マニュアルを使用し、維持管理を行ってきているが、国内にほかに吊橋がないこともあ

り、国として十分な技術蓄積がないというのが現状である。そのうえ、建設当時の技術者の多く

は既に引退等しているため、若年層の育成も急務である。 

このため、わが国は 2010 年 6 月に「橋梁維持管理情報収集･確認調査」、2011 年 6 月に「マタデ

ィ橋維持管理計画策定調査」を行い、OEBK のマタディ橋に係る維持管理の現状を把握し、わが国

の援助の可能性についてコンゴ民政府と協議を行ってきた。これらの調査を受け、上述の OEBK

のマタディ橋に係る維持管理能力の強化を目的として JICA は「マタディ橋維持管理能力向上プロ

ジェクト（2012 年 3 月～2015 年 3 月）」を実施している。 

 

１－２ 協力内容 

（1）上位目標 

マタディ橋が継続的に適切に維持管理される。 

 

（2）プロジェクト目標 

OEBK のマタディ橋梁維持・管理能力が強化される。 
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（3）成 果 

1）中期的な橋梁維持運営管理計画が策定される。 

2）維持管理マニュアルが更新される。 

3）OEBK 技術者の日常維持管理技術が更新される（若手技術者の育成を含む）。 

 

（4） 投入（2014 年 7 月末時点） 

1）日本側 

短期専門家派遣人数： 3 名（1 名/年） 

機材供与額： 1 億 9,628 万 5,000 円 本邦研修受入人数： 15 名 

2）コンゴ民側 

カウンターパート配置人数： 123 名（キンシャサ事務所 22 名、マタディ事務所 101 名） 

施設の提供： 短期専門家の執務スペース 

 

２．評価調査団の概要 

総括 

 

協力企画 

評価分析 

通訳 

三宅 繁輝 

 

風間 遥介 

山田 千晶 

平松 直子 

JICA 社会基盤・平和構築部 運輸交通・情報通信グループ 第二チーム

課長 

JICA 社会基盤・平和構築部 運輸交通・情報通信グループ 第二チーム

株式会社アンジェロセック 

一般財団法人日本国際協力センター 

調査期間 2014 年 8 月 8～21 日 評価種類 終了時評価調査 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

（1）成果の達成度 

成果 1：おおむね達成 

短期専門家のサポートの下、中長期橋梁維持運営管理計画（2012～2017 年）は OEBK 職員

により策定された。今後は、2013 年度の維持管理実施状況や 2014 年度の実施計画に基づき、

OEBK 職員により毎年更新される予定である。OEBK 職員への聞き取り調査によると、この実

施計画は今後、OEBK により正式に承認される予定である。 

成果 2：達成 

2012 年に OEBK 既存の維持管理マニュアルが更新され、その維持管理マニュアルに基づき

点検作業を実施した。点検に要する想定時間と実際に要した点検時間を比較し、乖離があっ

た場合はマニュアルを再度更新し、2013 年に最終化した。2014 年 8 月下旬には、OEBK 職員

がマニュアルの内容を理解し、自身でマニュアルに基づき点検作業を実施できるように維持

管理マニュアルが再度、更新される予定である。プロジェクト期間中のマニュアル更新は 2014

年 8 月をもって終了するものの、今後も OEBK による継続的かつ不断のマニュアルの更新が

期待される。 

成果 3：一部達成 

OEBK 職員は、プロジェクトにより更新された点検マニュアルに準拠したデータベースを作

成しただけでなく、橋梁点検時には、橋梁点検車を活用し、特に損傷の発生しやすい箇所を

重点的に確認する等効率的な日常点検を実施している。よって、OEBK 職員の維持管理技術は
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向上されつつあるといえ、本成果はプロジェクト期間内に達成されると判断される。 

 

（2） プロジェクト目標の達成度：おおむね達成 

プロジェクトが作成した維持管理マニュアルに基づき、定期点検である巡回点検、基本点

検及び精密点検が実施されている。不定期点検である異常時点検及び臨時点検に関しては、

実施の必要性がなかったが、実施体制は整備されている。点検結果をデータベースに入力し、

データベースを構築したことにより、点検・補修履歴へのアクセス及び点検箇所の損傷度評

価が可能となった。また、中期的な橋梁維持運営管理計画及び年間計画が作成され、計画に

基づき補修工事が実施されている。 

以上のことから、OEBK 職員の能力の強化に必要とされる橋梁維持管理サイクルの要素（①

点検、②点検記録、③データベースへの入力、④データベースを活用した点検箇所ごとの損

傷度評価、⑤維持管理計画）を網羅した活動が実施されているといえる。 

 

３－２ 評価結果の要約 

（1）妥当性：「高い」と判断される。 

＜コンゴ民の開発政策との整合性＞ 

コンゴ民の開発政策「第二次貧困削減戦略文書（Poverty Reduction Strategy Papers。以下

「PRSP」という。）（PRSP 2）2011 年」及び「国家再建に関する 5 カ年計画（2012 年）」は、

インフラ整備は経済成長を促進する重要な分野と位置づけており、インフラ整備能力の強

化を目的とする本プロジェクトとの整合性は高い。 

＜わが国の対コンゴ民援助方針との整合性＞ 

日本の対コンゴ民援助方針「国別援助方針（2012 年 12 月）」、そして第 5 回アフリカ開発

会議（Tokyo International Conference on African Development。以下「TICAD」という。）

（TICAD-V）において日本が発表した「横浜宣言 2013：行動計画（2013～2017 年）」は、

経済成長の基盤となるインフラ整備や人材育成の強化に重点を置くとしている。 

＜橋梁維持管理能力向上におけるニーズとの整合性＞ 

マタディ橋の維持管理経験者の高齢化・不足に伴う若手専門技術者の育成及びマタディ

橋の交通量増加に伴う著しい損傷への補修・維持管理が急務である。維持管理を行う責任

機関である OEBK 職員の能力向上を目的とした活動を実施している本プロジェクとの整合

性は高い。 

＜日本の技術の優位性＞ 

わが国は、過去に世界のさまざまな国において橋梁維持管理に係る人材育成・組織管理

の支援に携わり、長年の経験を有している。このような経験やノウハウは、橋梁維持管理

計画やマニュアルの策定、技術研修実施で構成される本プロジェクトにも効果的に導入さ

れている。 

＜本プロジェクトで採用された技術移転手法＞ 

橋梁維持管理業務に係る能力開発の具体的手法として実施された点検・補修技術の定期

研修や日常・定期点検技術の現場実地指導は、本プロジェクトのターゲットグループであ

る OEBK 職員のニーズに大きく合致したものである。OEBK 職員への聞き取り調査による

と、本プロジェクトで派遣した短期専門家が直接 OEBK 技術者に対して機材の活用方法や
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マニュアル更新方法等の技術指導を行ったことは OEBK 職員にも高く評価されており、投

入として妥当であったことが確認された。 

 

（2）有効性：「高い」と判断される。 

＜プロジェクト目標の達成度＞ 

プロジェクト目標の達成見込みは高い。OEBK の維持管理能力向上のために必要な点検・

補修技術の現場実地指導が実施された。その結果、橋梁維持管理サイクルに係る概念が

OEBK に理解され、その定着及び普及につながっており、橋梁点検及び維持管理に係る技術

移転が順調に行われている。 

＜目標達成に貢献した要因＞ 

本プロジェクトにおいては、マタディ橋梁維持・管理能力の強化のために必要かつ OEBK

に不足していた要素を補う活動が投入されている。成果 1 の活動では、橋梁の現状を把握

するため、現状調査を実施し、その結果に基づき、運営管理計画や橋梁維持管理計画が策

定される。成果 2 の活動を通じ、点検・補修作業に必要なマニュアルが作成される。また、

成果 3 の活動により、OEBK 技術者の日常維持管理技術が向上する。成果の産出はプロジェ

クト目標の達成のために、明確かつ効果的であり、プロジェクト目標の達成に、各成果が

大きく貢献していることから、ロジックは適切であると判断される。 

 

（3）効率性：「やや高い」と判断される。 

＜成果の達成度＞ 

成果 1、2 はおおむね達成されている。成果 3 に関しては、残りのプロジェクト期間に、

OEBK がめざす技術能力レベルの設定、OEBK 内における技術の定着及び熟練技術者から若

手技術者への技術移転体制を構築するために活動を実施し、その発現を加速させることが

できれば、プロジェクト終了時までに、すべての成果の達成見込みは高いと判断される。 

＜投入の実績状況＞ 

日本側及びコンゴ民側による投入は、目標達成に向け期待される成果を産出するために

おおむね必要かつ十分なものであったことが確認された。 

日本側の投入として、5 回の本邦研修が実施された。研修は、理論的かつ実践的であり、

研修分野も多岐にわたっていたことから、非常に効果的であったと報告されている。また、

日本が誇る本州四国連絡高速道路株式会社の技術が維持管理マニュアルの作成に活用され

ているという点だけでなく、技術力・経験に加え、コミュニケーション能力が高い短期専

門家が派遣されたことは高く評価されている。OBEK による適切な橋梁維持管理を遂行する

ために、OEBK と日本人専門家は、必要な機材について議論した。これにより、OEBK によ

って使用・維持管理の可能な機材が投入され、その結果、機材を用いた維持管理能力の向

上が認められた。これまで保有していた機材ではできなかった点検を実施できるようにな

り、維持管理業務の質が向上した。また、長期的に機材を使用するため、機材自体の維持

管理を実施し、供与機材の保守管理を効果的に実施している。 

他方、橋梁点検車の据え付け器具が予定どおりに到着しなかったため、他の活動を先に

実施する等の調整を行い、据え付け器具が届いてから橋梁点検車の据え付け作業を行うこ

とにより、最終的には、プロジェクト期間中に予定されていたすべての活動を実施した。 
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コンゴ民側の投入として、プロジェクト開始時に配置された OEBK 職員が、終了時評価

時点でも引き続きプロジェクトに従事することで、技術の向上が確認された。OEBK 職員は

プロジェクト内容を十分に理解し、質や一貫性を維持した実地研修等の活動に積極的に取

り組むことができた。 

 

（4）インパクト：「高い」と判断される。 

＜上位目標の達成見込み＞ 

OEBK は主にマタディ橋の料金収入により予算を確保しているが、交通量は近年増加傾向

にあり、今後マタディ橋以西のボマ～マタディ間道路の整備が進めば、更なる交通量拡大

も見込めるため、現在の予算を継続して確保できる可能性が高い。また、若手技術者の雇

用により、OEBK 内で熟練技術者から若手技術者への技術移転が通常業務のなかで既に開始

されており、今後は、橋梁維持管理計画に基づき、若手技術者が橋梁維持管理業務に配置

される予定である。マニュアルの活用については既に行われており、その更新についても

必要に応じ実施されることが期待される。維持管理計画の更新についても、データベース

の活用とともに、これまで実施してきたことを継続させることにより、更新される可能性

が高い。以上のことから、上位目標の達成見込みは高いといえる。 

＜プロジェクトの波及効果＞ 

プロジェクト実施による正のインパクトとして、以下 2 点が確認された。なお、負のイ

ンパクトは確認されていない。 

① 本邦研修における橋梁資料館の訪問をきっかけに、コンゴ民の地元の人々や新人技術

者だけでなく、マタディ橋利用者にその歴史について学んでほしいという思いから、

マタディ橋歴史資料館の建設が決定した。建物のスペックや予算額、施工期間等が記

載された建設図書は完成しており、近々、運輸省に予算申請を行う予定である。 

② 運輸省より、OEBK の所有建物についての緊急マニュアル作成の指示が発令された。ま

た、OEBK 内の協議により、OEBK の所有建物だけなく、マタディ橋の緊急マニュアル

も作成することが決定した。現在、ドラフト段階であるマニュアルは、8 月中に最終化

される予定である。 

 

（5）持続性：「中程度」と判断される。 

＜政策的側面＞ 

インフラ整備は、マタタ内閣が掲げる開発優先 5 分野のひとつであり、2011 年に公表さ

れた PRSP2 においても重要分野とされており、コンゴ民側でのプロジェクト効果の持続性

を確保するための政策は維持されるものと判断される。 

＜技術的側面＞ 

実施研修により、OEBK 職員の維持管理能力が徐々に定着しつつあるが、技術者の能力・

技術にはばらつきがあり、一定の技術や能力が技術者に定着するには時間を要することか

ら、技術定着のための内部研修を取り入れる必要がある。維持管理マニュアルに関しては、

実用性に沿った内容にするために、今後も OEBK による実務の経験や結果を定期的に反映

させ、マニュアルを更新する必要があるため、本プロジェクト終了時までにマニュアル更

新体制を構築させることが重要である。 
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＜組織的側面＞ 

組織能力の強化のためには、機能的な人材育成システムの構築・導入が重要であり、特

に、組織レベルでの能力を向上させるためには、個人技術者への研修制度だけでなく、習

得した知識・技能を周囲の職員へ普及させる機能的なフィードバックシステムが必要であ

る。橋梁の維持管理については、既にプロジェクトを通じ、維持管理計画を策定しており、

今後は、予算と人員配置により裏づけされた実施可能な計画の更新と計画に基づく実施が

不可欠である。 

＜財政的側面＞ 

マタディ橋の通行使用料は、収入総額の約 98％（2010 年）を占め、最も重要な収入源と

なっており、OEBK はその収入からパトロール用の車両等を購入している。ただし、将来必

要となる大規模橋梁修繕に備えて、料金収入から予算を確保する必要がある。他方、OEBK

に独自の収入があることにより、橋梁維持管理運営管理計画に基づいて予算を申請したが、

十分な予算が執行されなかった。今後、適切な運営維持管理を続けるための予算を確保す

るために、組織としてどのような対策を講じればよいか検討する必要がある。 

 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

（1）計画内容に関すること 

橋梁維持管理マニュアルの作成：マタディ橋を適切に維持管理したいというコンゴ民の強い

ニーズに一致していた。プロジェクト期間中に OJT を行い、そこで得た知見・経験などをマ

ニュアルに反映させる等、マニュアルの作成を行った。 

本邦研修：OEBK の技術者だけでなく総裁等、OEBK 幹部も本邦研修に参加したことで、日本

の技術力の高さを認識するとともに、橋梁維持管理の重要性を実感し、帰国後、研修で習得

した知識と経験を生かし、より実質的な協議をもつようになった。 

 

（2）実施プロセスに関すること 

オーナーシップの醸成：プロジェクト活動の実施は、OEBK の強いオーナーシップと総裁のリ

ーダーシップによって促進された。維持管理部長をはじめとする OEBK 職員は、各業務に責

任感をもち、また、組織としては維持管理を実施することの重要性を明確に意識しており、

さらに、中長期にわたり維持管理業務に携わることで、インフラ整備のプロフェッショナル

としての役割を果たしたいという目標を掲げており、積極的に OEBK の橋梁維持管理の業務

改善に取り組んでいることが確認されている。なおかつ、技術面だけの能力強化だけでは、

OEBK 組織全体の強化にはならないと判断しており、本邦研修に管理部の職員を参加させるな

ど、OEBK 組織全体の強化を図っている。 

 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

（1）計画内容に関すること 

専門家の派遣期間について、プロジェクトの成果が達成されていることから、効率的な専

門家派遣がされたと判断されるものの、OEBK からは、より高い技術力の習得のために、専門

家の派遣期間が計画された期間以上に必要であったとの意見が寄せられた。 
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（2）実施プロセスに関すること 

実施プロセスにおける問題点は特に確認されなかった。 

 

３－５ 結 論 

結論として、プロジェクト終了時までにコンゴ民と日本双方の努力により、プロジェクト目標

はおおむね達成されるといえる。評価 5 項目に関し、持続性は中程度、効率性は比較的高いなか、

妥当性、有効性、インパクトは高く、満足のいくレベルのものであった。 

全体としては、プロジェクト期間中にプロジェクト目標をおおむね達成すると結論づけること

ができる。また、プロジェクトによる成果が維持され、以下 5 点（1．橋梁維持管理における必要

経費の確保、2．適切な OEBK 職員の人員配置、3．維持管理マニュアルの活用及び更新、4．維持

管理計画の更新及び正式な承認、5．OEBK 内の技術の定着及び普及）が達成されれば、上位目標

の達成が見込まれる。 

これより、本プロジェクトは変化する環境のなかで可能な限りの成功を収めたと考えられるこ

とから、評価チームはスケジュールどおりに終了することが妥当と結論づける。 

 

３－６ 提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 

（1）橋梁維持管理に係る組織体制の強化 

本技術協力プロジェクトにおいては、1980 年代に日本の協力により橋梁維持管理の技術を

修得した技術者の後継を育成することに注力している。後継者を中心とし、新たな橋梁維持

管理体制を構築するとともに、彼らがまた後進に技術を移転する体制を構築することを提言

する。 

 

（2）橋梁維持管理マニュアルの更新 

本技術協力プロジェクトにおいて、既存橋梁維持管理マニュアルの更新を実施したが、マ

ニュアルは自らの経験を踏まえ適宜更新することが望ましい。今回、プロジェクトで供与さ

れた維持管理・点検用機材及び本邦研修にて修得した知識をマタディ橋維持管理に役立て、

その気付きを適宜マニュアルに反映させることを提言する。 

 

（3）無償資金協力との連携 

2015 年より実施される予定の無償資金協力によりケーブル内送気システムの据え付け、ケ

ーブルの塗装、ケーブルバンドの締め付け、電気設備の更新等、多くの機材設置、改修工事

が実施される。これらは、コンゴ民技術者の技術を修得する絶好の機会であるため、OEBK

からできる限り多くの技術者を参加させ、多くの技術を修得されることを提言する。また、

これら据え付け・工事の参加で得られた知見を既存橋梁維持管理マニュアルに反映させるこ

とも提言する。 

 

（4）中長期的維持管理予算の確保 

橋梁維持管理においては、日常点検以外に、数年～20 年程度ごとに実施すべき大規模補修・

機材更新（再塗装、電気部品等取り換え等）がある。200 年の維持管理を目標とした場合、こ

れら大規模補修を怠ると劣化が加速し、結果としては、橋梁の寿命の短縮につながるため、
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大規模補修に必要な資金を別途積み立てることを提言する。 
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第１章 終了時評価調査の概要 
 

１－１ 終了時評価調査の経緯 

コンゴ民主共和国（以下「コンゴ民」という。）では、長い内戦の影響による政府機能の不全及び

経済活動の停滞とともに、人口の一極集中化と失業者の増大、道路、水道、通信等の未整備による社

会の不安定化、これらが深刻な問題となっている。このような状況のなか、コンゴ民は「インフラ整

備、雇用促進、教育機会の拡大、水・電気の安定的供給、保健サービスの向上」の 5 分野を重点分野

としており、そのなかでもインフラ整備を最優先課題として挙げている。 

マタディ橋は、わが国の有償資金協力「バナナ～マタディ間輸送力増強事業（1974～1983 年）」に

よって建設されたアフリカ最長の吊橋である。マタディ市は、同国最大の港湾であるマタディ港を有

し、外湾であるボマ･バナナと、首都キンシャサをつなぐ幹線ルートに位置する陸運の要衝である。

マタディ橋はコンゴ川対岸を結ぶ唯一の架け橋として物流の活性化に寄与し、経済･社会面において

重要な役割を果たしてきた。 

しかしながら、建設後 31 年の現在、橋梁維持管理の抜本的な点検、補修計画策定が必要となって

きている。マタディ橋の維持管理は、OEBK により実施されており、マタディ橋建設時に移転された

技術･マニュアルを使用し、維持管理を行ってきているが、国内にほかに吊橋がないこともあり、国

として十分な技術蓄積がないというのが現状である。そのうえ、建設当時の技術者の多くは既に引退

等しているため、若年層の育成も急務である。 

このため、わが国は 2010 年 6 月に「橋梁維持管理情報収集･確認調査」、2011 年 6 月に「マタディ

橋維持管理計画策定調査」を行い、OEBK のマタディ橋に係る維持管理の現状を把握し、わが国の援

助の可能性についてコンゴ民政府と協議を行ってきた。これらの調査を受け、上述の OEBK のマタ

ディ橋に係る維持管理能力の強化を目的として JICA は「マタディ橋維持管理能力向上プロジェクト

（2012 年 3 月～2015 年 3 月）」を実施している。これまでに、本プロジェクトでは短期専門家派遣や

本邦研修による技術指導、マタディ橋の健全性を調査するための主ケーブル開放調査、橋梁点検機材

の調達を実施してきた。2014 年度は、引き続き短期専門家派遣と本邦研修による技術指導を実施す

るとともに、調達した橋梁点検機材の据え付け支援を 6 月から実施しており、2014 年 8 月に終了予

定である。 

2014 年 2 月からは、無償資金協力「マタディ橋保全計画」準備調査が実施され、当該事業による

送気乾燥装置等の導入によって、マタディ橋の保全を図ることにより、本事業との連携が期待されて

いる。 

 

１－２ 終了時評価調査の目的 

終了時評価調査の目的は以下のとおりである。 

（1） プロジェクト目標の達成度を総合的に検証するとともに、プロジェクトの実績及び実施プロ

セスを確認し、コンゴ民側と日本側が合同で評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパク

ト、持続性）の観点から評価を行う。 

（2） 評価結果を踏まえたうえで、プロジェクト目標の達成に向け、プロジェクト残存期間におけ

る活動の方向性及び計画の軌道修正の必要性について提言を行う。また、協力終了の適否を判

断する。 
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１－３ 調査団の構成 

終了時評価調査団の構成は以下のとおりである。 

担当分野 氏名 所属 

総括 三宅 繁輝 
JICA 社会基盤・平和構築部 運輸交通・情報通信グループ 第二チーム

課長 

協力企画 風間 遥介 JICA 社会基盤・平和構築部 運輸交通・情報通信グループ 第二チーム 

評価分析 山田 千晶 株式会社アンジェロセック 

通訳 平松 直子 一般財団法人日本国際協力センター 

 

１－４ 調査日程 

終了時評価調査は、2014 年 8 月 8 日（金）～21 日（木）の日程で実施された。詳細は以下のとおり。 

日程 
総括 

三宅 

協力企画 

風間 

評価分析 

山田 

通訳 

平松 

8/8 金  

 

14:35 成田発 

20:10 パリ着 

23:20 パリ発 

8/9 土   6:05 キンシャサ着 

午前 OEBK 表敬訪問 

22:15 羽田発 午後 OEBK への聞き取り調査 

8/10 日  4:00 パリ着 

終日 情報整理・レポート作成 10:35 パリ発 

17:40 キンシャサ着 

8/11 月 午前 JICA コンゴ民事務所打合せ、関連省庁表敬訪問 

午後 OEBK 協議（無償資金協力） 午後 短期専門家への聞き取り調査 

8/12 火 
終日 

OEBK 協議、協議議事録（M/M）へ

の署名・交換（無償資金協力） 
終日 

OEBK への聞き取り調査 

レポート作成 

8/13 水 終日 レポート作成 

8/14 木 終日 OEBK 協議（終了時評価調査） 

8/15 金 

 

午前 OEBK 協議（終了時評価調査）、M/M 及び評価報告書への署名・交換 

15:00 在コンゴ民日本大使館、JICA コンゴ民事務所への報告 

20:50 キンシャサ発 情報整理 

8/16 土 移動 終日 キンシャサからマタディへ移動 

8/17 日 

 

 8:50 ヤンゴン着 午前 マタディ橋 現場視察 

 午後 短期専門家への聞き取り調査 

8/18 月  午前 マタディからキンシャサへ移動 

8/19 火  21:40 キンシャサ発 

8/20 水   6:40 パリ着 

10:50 パリ発 13:40 パリ発 

8/21 木   6:00 羽田着  8:35 成田着 
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１－５ 主要面談者（敬称略・順不同） 

＜運輸省＞ 

Mr. Justin KAMWANYA 官房長補佐 

Mr. Richard MUKUWALA 道路分野顧問 

 

＜OEBK＞ 

Mr. Modero NSIMBA MATONDO  総 裁 

Mr. Joseph-desire SAPATA IKOMA 行財政局長 

Mr. Kabwende KOKO DIENDONNE  調査局長 

Mr. Kalonbo MUKEBA JOSEPH 運営局長 

Mr. Madiata NDELE BUBA 維持管理部長 

 

＜プロジェクト短期専門家＞ 

竹内 政彦 橋梁維持管理運営・計画 

  本州四国連絡高速道路株式会社 

 

＜在コンゴ民日本大使館＞ 

牛尾 滋 特命全権大使 

野口 修二 参事官 

 

＜JICA コンゴ民事務所＞ 

小畑 永彦 所 長 

石崎 貴子 企画調査員 

Mr. Leon MWAMBA 在外専門調整員 

 

１－６ 対象プロジェクトの概要 

（1） 協力期間 

3 年 1 カ月間（2012 年 3 月 1 日～2015 年 3 月 31 日） 

 

（2） 実施機関 

OEBK 

 

（3） 上位目標 

マタディ橋が継続的に適切に維持管理される。 

 

（4） プロジェクト目標 

OEBK のマタディ橋梁維持・管理能力が強化される。 

 

（5） 成 果 

1） 中期的な橋梁維持運営管理計画が策定される。 
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2） 維持管理マニュアルが更新される。 

3） OEBK 技術者の日常維持管理技術が更新される（若手技術者の育成を含む）。 

 

（6） プロジェクト活動〔（5）成果の 1）、2）、3）に対応〕 

1-1 維持管理に係る運営管理計画（資金計画）を策定する。 

1-2 橋梁の現況調査（健全度調査）を実施する（ケーブル開放調査を含む）。 

1-3 健全度調査の結果を受けた、橋梁維持管理計画を策定する。 

1-4 維持管理技術者及び橋梁維持運営管理者の人材育成計画を策定する。 

2-1 橋梁の現況調査を実施する（1-2 と共通）。 

2-2 現況から必要となる維持管理項目と、既存の維持管理マニュアルの内容を比較し、必要な維

持管理（点検・補修）マニュアルの更新を行う。 

3-1 人材育成計画に基づき、点検・補修技術の定期的研修を実施する。 

3-2 日常・定期点検技術について、現場実地指導を実施する。 

3-3 補修技術について、現場実地指導を実施する。 

 

（7） 投 入 

日本側投入： 

1） 短期専門家派遣（橋梁維持管理技術、橋梁維持管理運営・計画） 

2） 橋梁健全度調査（含むケーブル開放調査） 

3） 調達機材に係る仕様作成及び機材据え付け管理のための人員 

4） 点検・補修用機材（調達及び据え付け） 

・側面点検用昇降足場（内面検査車 2 台・側径間下面検査車 2 台） 

・駆動装置（内面検査車 2 台分・側径間下面検査車 2 台分） 

・塔作業車 

・補剛桁点検用ギャトロリー：（レール＋下面検査車）×2 側径間 

・4t クレーン付きトラック（1 台） 

・高所作業車（1 台） 

・昇降梯子 

・伸縮装置点検足場 

5） 本邦研修受入 

・橋梁点検技術コース（3 名×2 回） 

・橋梁補修技術コース（3 名×1 回） 

・橋梁管理・運営能力向上コース（3 名×2 回） 

 

相手国側投入： 

1） カウンターパートの配置 

2） サポートスタッフの配置 

3） 事務所スペースの提供 

4） 点検・維持管理機材の適正な運用・維持管理 
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（8）前提条件 

バ･コンゴ州及びマタディ市の治安状況が悪化しない。 

 

（9） 関連する援助活動 

有償資金協力「バナナ～マタディ間輸送力増強事業（1974～1983 年）」 

国別研修「橋梁維持管理技術（2010、2011 年）」 
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第２章 終了時評価調査の方法 
 

２－１ 終了時評価調査のプロセス 

本評価調査は、以下三つのステップにより実施した。 

 

 

 

 

 

第 1 ステップにおいては、プロジェクトによる自己評価として、簡易型プロジェクト・デザイン・

マトリックス（Project Design Matrix。以下「PDM」という。）1及び活動計画（Plan of Operations。以

下「PO」という。）に沿った活動・成果・プロジェクト目標実績表、上位目標の達成見込み、短期専

門家や機材・研修等の投入実績表が作成された。簡易型 PDM は、付属資料 1 を参照。 

第 2 ステップにおいては、評価分析団員（コンサルタント）が、プロジェクト短期専門家をはじめ

とするプロジェクト関係者への聞き取り調査を実施し、その結果を基にプロジェクトの活動や成果等

の評価及び分析を行った。 

第 3 ステップにおいては、コンゴ民側と日本側による評価調査を実施した。第 1 ステップによる自

己評価及び第 2 ステップによる評価分析結果を基に、評価 5 項目に沿って本プロジェクトのプロジェ

クト目標及び成果の達成状況を確認し、主に阻害要因に基づいた改善の方向性、提案、提言の抽出を

行い、結果を協議議事録（Minutes of Meetings。以下「M/M」という。）にまとめ、OEBK 総裁と調査

団長で締結を行った。 

 

２－２ データ収集方法 

本評価調査における主なデータ収集方法及び情報源は以下のとおりである。 

・短期専門家業務完了報告書、実績確認票、OEBK 職員への質問票 

・プロジェクト関係者への聞き取り調査（OEBK 職員 13 名、プロジェクト短期専門家 1 名） 

・現地調査（マタディ橋） 

 

２－３ 評価項目 

２－３－１ プロジェクトの実績の検証 

簡易型 PDM 及び PO に基づき、投入は計画どおり実施されたか（計画との比較）、成果は計画ど

おり達成されるか（目標との比較）、プロジェクト目標は達成されるか（目標との比較）、上位目標

達成の見込みがあるか（目標との比較）を検証した。 

 

２－３－２ 実施プロセスの検証 

活動は計画どおりに実施されたか、プロジェクトのマネジメント体制に問題はなかったか、相手

国実施機関や OEBK 職員のプロジェクトに対する認識は高いか、プロジェクトの実施過程で生じ

る問題及び効果発現に影響を与えた要因は何か、等を検証した。 

                                                        
1 本事業は小規模案件であり、PDM の作成は必須ではない。そのため、本評価調査においては評価のベースラインとするため活動

内容等に基づき便宜的に簡易 PDM を作成した。 

第 1 ステップ 

プロジェクト自己評価 

第 2 ステップ 

コンサルタント（評価分析）評価

第 3 ステップ 

終了時評価調査団評価 
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２－３－３ 評価 5 項目 

妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性の評価 5 項目によりプロジェクトの評価を行った。

評価 5 項目の詳細を下記に示す。 

妥当性 

コンゴ民の開発政策とわが国の援助方針との整合性があるか、対象地域・社会の

ニーズに合致しているか、ターゲットグループのニーズに合致しているか、プロ

ジェクトの技術移転方法は適切かなどを評価する。 

有効性 

プロジェクト目標達成の見込みはあるか、プロジェクト目標を達成する阻害要因

はあるか、成果はプロジェクト目標を達成するために十分であるか、成果からプ

ロジェクト目標に至る外部条件は現時点においても正しいかなどを評価する。 

効率性 

成果の達成は見込まれるか、成果達成を阻害した要因はあるか、成果を産出する

ために十分な活動が実施されたか、成果を産出するために十分な投入があったか、

外部条件による影響はないか、計画に沿って活動を行うために、過不足ない量・

質の投入がタイミングよく実施されたかなどを評価する。 

インパクト 

上位目標はプロジェクトの効果として発現が見込まれるか、上位目標を達成する

阻害要因はあるか、上位目標とプロジェクト目標は乖離していないか、プロジェ

クト目標から上位目標へ至る外部条件は現時点でも正しいか、上位目標以外の効

果・影響が想定されるかなどを評価する。特にマイナスの影響が想定される場合

は、それを軽減するための対策がとられているかを検証する。 

持続性 

プロジェクト目標、上位目標などプロジェクトがめざしている効果は、プロジェ

クト終了後も持続すると見込まれるかを評価する。それらの持続的効果の発現要

因、阻害要因は何かを制度面、組織面、財政面、技術面の観点から評価する。 

 

 

 

 



－8－ 

第３章 プロジェクトの実績 
 

３－１ 投入実績 

終了時評価時点の日本側、コンゴ民側の投入実績は以下のとおりである。 

３－１－１ 日本側の投入実績 

（1）短期専門家派遣 

以下のとおり、プロジェクト期間中に短期専門家が 3 回派遣された。 

 

専門家氏名 派遣期間 担当分野 所属先 

荻原 勝也 2012 年 6 月 11～30 日 橋梁維持管理運営・計画 本州四国連絡高速道

路株式会社 竹内 政彦 2013 年 6 月 16 日～7 月 6 日 橋梁維持管理運営・計画/

橋梁維持管理技術 

2014 年 8 月 9～31 日 

（派遣中） 

橋梁維持管理運営・計画/

橋梁維持管理技術 

 

（2）本邦研修 

終了時評価調査までに、5 回の本邦研修が実施された。参加者の詳細については、付属資料

3、協議議事録（M/M）を参照。 

 

NO 研修コース名 研修期間 参加人数

1 橋梁管理・運営能力向上コース 2012 年 7 月 16～28 日 3 名

2 橋梁点検技術コース 2012 年 8 月 26 日～9 月 22 日 3 名

3 橋梁点検技術コース 2013 年 5 月 11 日～6 月 8 日 3 名

4 橋梁管理・運営能力コース 2014 年 5 月 17～31 日 3 名

5 橋梁補修技術コース 2014 年 6 月 7 日～7 月 5 日 3 名

 

（3）供与機材リスト 

プロジェクト期間中に供与された機材は下記の表のとおり。OEBK からの要請機材及び日本

側のその妥当性の判断に基づいた、供与機材内容が決定された。すべての機材は、日本で調達

されている。OBEK への聞き取り調査結果によると、現状（稼働状況）については特に問題は

ないことが確認された。 

 

（通貨単位：1,000 円） 

NO 機材名 数量 合計 

1. クレーン付き 4t トラック 1 7,560 

2. 高所作業車 1 19,425 

側面点検用昇降装置製作 

3. 手動式高所作業台＋消耗品 8 22,000 
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側径間下面検査車 

4. 下面検査車 2 

21,065 5. ギャトロリー 8 

6. 予備品一式 1 

7. 下面検査車レール 4 11,220 

塔検査車の製作 

8. 塔検査車 2 20,350 

9. 8.の消耗品及び予備パーツ一式 1 7,370 

既設検査車の駆動部改修 

10. 既設走行駆動部の改修 16 13,200 

11. ギャトロリー（下面検査車用） 8 5,060 

12. ギャトロリー（上面検査車用） 8 1,760 

13. 内面検査車の駆動部ローラーチェーン 8 275 

昇降設備の製作 

14. 桁端部昇降装置 4 2,750 

伸縮装置用点検足場の設置及び伸縮装置の基礎、レール部の改修 

15. 桁端部ブラケット型足場 2 2,970 

16. 15.の付属品一式 1 385 

建設施工資機材の調達 

17. 巻上機（ウィンチ型マイティプーラー） 4 16,500 

18. 滑車 8 3,740 

19. エンジンウェルダー 2 1,320 

20. アンカードリル 1 55 

21. 受架台（簡易組立定盤） 12 2,970 

22. 架設工具 18 8,910 

その他 

23. 輸送費 1 27,500 

合計 196,385 

 

３－１－２ コンゴ民側投入実績 

（1）キンシャサ･バナナ交通公団（OEBK）職員配置人数 

運輸交通省の傘下にあり、本プロジェクㇳの実施機関である OEBK の総裁を含む計 123 名

（キンシャサ事務所勤務 22 名、及びマタディ事務所勤務 101 名）を、本プロジェクトに配置

している。すべての職員は必要に応じて各プロジェクト活動に参加するという形態をとってい

る。 
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３－２ 活動実績 

終了時評価時点の活動実績は以下のとおりである。 

 

活動項目 活動実績 

成果 1）「中期的な橋梁維持運営管理計画が策定される」に係る活動 

1-1：策定済み 

維持管理に係る運営管理

計画（資金計画）を策定す

る。 

 送気システム等の設置を目的とした無償資金協力準備調査により、

マタディ橋に長期的に必要な維持管理費用が OEBK に対して提案さ

れ、OEBK に承認されたことが終了時時点において確認された。 

1-2：実施済み 

橋梁の現況調査（健全度調

査）を実施する（ケーブル

開放調査を含む）。 

 短期専門家の指導の下、2013 年腐食環境調査が実施された。それ以

前、OEBK は腐食環境調査を実施していたものの、データの集積がさ

れていなかったため、プロジェクト活動を通じて、データを計測し、

その評価を行うとともに、データベースへの蓄積を開始した。また、

アンカレイジや主塔、ケーブル等の各構造物の健全度調査も実施し

た。 

 ケーブル開放調査は、2012 年 6 月 6～28 日に実施された。主ケーブ

ルの健全度に係るデータを収集・整理したうえで、マタディ橋の維持

管理方法に基づき、主ケーブルの維持管理方法の検討が行われた。調

査の結果、主ケーブルにおいて、日本で確認された腐食形態と同様の

腐食が確認された。腐食の進行を遅らせるために、送気乾燥システム

を設置する必要性がケーブル開放調査団により提言された。 

1-3：策定済み 

健全度調査の結果を受け

た、橋梁維持管理計画を策

定する。 

 活動 1-2 の結果を反映させ、橋梁に係る中長期維持管理計画が策定

された。 

 

1-4：文書未策定 

維持管理技術者及び橋梁

維持運営管理者の人材育

成計画を策定する。 

 プロジェクト開始時に、OEBK 及び長期専門家により人材育成計画

の議論が行われた。本計画の文書化はされていないものの、終了時評

価時点では上述の人材育成計画に基づき、熟練技術者から若手技術者

への技術移転が行われていることが確認された。 

成果 2）「維持管理マニュアルが更新される」に係る活動 

2-1：実施済み 

橋梁の現況調査を実施す

る（1-2 と共通）。 

 活動 2-1 の活動実績は、活動 1-2 の活動実績を参照のこと。 

2-2：更新済み 

現況から必要となる維持

管理項目と、既存の維持管

理マニュアルの内容を比

較し、必要な維持管理（点

検・補修）マニュアルの更

新を行う。 

 2012 年に OEBK 既存の維持管理マニュアルが更新され、その維持管

理マニュアルに基づき点検作業を実施した。点検に要する想定時間と

実際に要した点検時間を比較し、乖離があった場合はマニュアルを再

度更新し、2013 年に最終化した。 

 2014 年 8 月には、OEBK 職員がマニュアルの内容を理解し、自身で

マニュアルに基づき点検作業を実施できるように維持管理マニュア

ルが再度、更新される予定である。 
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成果 3）「OEBK 技術者の日常維持管理技術が更新される（若手技術者の育成を含む）」に係る活動

3-1：実施済み 

人材育成計画に基づき、点

検・補修技術の定期的研修を

実施する。 

 プロジェクト期間中、橋梁点検・補修技術の定期的研修は計 5

回実施された（本邦研修）。詳細は「3-1-1 日本側の投入実績」を

参照のこと。 

3-2：実施済み 

日常・定期点検技術について、

現場実地指導を実施する。 

 日常・定期点検技術についての現場実地指導は、短期専門家が

派遣された 2012 年 6～7 月に 1 回目が、2013 年 6～7 月に 2 回目が

実施された。 

3-3：実施予定 

補修技術について、現場実地

指導を実施する。 

 補修技術についての現場実地指導は、短期専門家が派遣される

2014 年 8 月中旬に実施される予定である。補修技術に関する基礎

知識から、実橋での簡易な補修作業を OJT 形式で実施する予定で

ある。 

 

３－３ 成果の達成状況 

以下、簡易型 PDM における成果の達成状況について記述する。なお、簡易型 PDM には成果の指

標は設置されていないため、本評価では、成果達成のために必要な活動の実施状況に基づき成果の達

成度を判断した。各成果に対する活動実績は「3-2 活動実績」のとおりである。 

 

成果 1～3 達成状況 

成果 1：おおむね達成 

中期的な橋梁維持運営管

理計画が策定される。 

 中長期橋梁維持運営管理計画（2012～2017 年）は、短期専門家のサ

ポートの下、OEBK 職員により策定された。今後は、2013 年度の維持

管理実施状況や 2014 年度の実施計画に基づき、OEBK 職員により毎

年更新される予定である。OEBK 職員への聞き取り調査によると、こ

の実施計画については今後、OEBK により正式に承認される予定であ

る。 

 これより、本成果はプロジェクト期間内に達成されると判断される。

成果 2：達成 

維持管理マニュアルが更

新される。 

 本成果の達成状況は、成果 2 に対する活動実績を参照のこと。 

成果 3：一部達成 

OEBK 技術者の日常維持

管理技術が更新される（若

手技術者の育成を含む）。 

 短期専門家への聞き取り調査によると、OEBK 職員の維持管理技術

向上が確認された。OEBK 職員は、プロジェクトにより更新された点

検マニュアルに準拠したデータベースを作成しただけでなく、橋梁点

検車の活用等の効率的な日常点検を習得し、橋梁点検時には、特に損

傷の発生しやすい箇所を重点的に確認している。 

 若手技術者の育成に関しても、橋梁点検を若手技術者とともに実施

することで、技術能力の強化をめざしている。更なる技術能力強化の

ために、今後も継続して実務を重ねることが重要である。 

 これより、本成果はプロジェクト期間内に達成されると判断される。
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３－４ プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクト目標の達成状況及び達成見込みは以下のとおりである。「3-3 成果の達成状況」同様、

プロジェクト目標の指標は簡易 PDM では設置されていないため、本評価では OEBK 職員及び短期専

門家への聞き取り調査を通じて、プロジェクト目標の指標の仮設定を行い、本指標を用いてプロジェ

クト目標の達成状況及び達成見込みを判断した。本指標は、OEBK 及び短期専門家にも承認されてい

る。 

 

指標 達成状況・達成見込み 

プロジェクト目標：OEBK のマタディ橋梁維持・管理能力が強化される。（おおむね達成） 

指標：おおむね達成 

OEBK による橋梁の適切

な点検、評価及び補修業務

がプロジェクト期間内に

実施される。 

予防保全とは「①点検→②点検記録→③データベースへの入力→④

データベースを活用した点検箇所ごとの損傷度評価→⑤維持管理計

画という維持管理システムが構築される」ことであり、これらが定期

的に実施されることを意味する。 

①に関しては、プロジェクトで作成された維持管理マニュアルに基

づき、定期点検である巡回点検（1 回/月）、基本点検（1 回/年）、精密

点検（1 回/3 年）が OEBK 職員によって実施されている。②、③及び

④については、不定期点検である異常時点検、臨時点検に関しては、

近年、自然災害による被害もなく、その実施は確認されていないもの

の、その実施体制は整備されたことが、OEBK 職員への聞き取り調査

で確認された。これまで、点検結果をデータベースに入力し、統計処

理されることはなかったものの、点検結果を記録する点検用シートを

作成してからは、そのシートを活用するとともに、データベースに点

検結果を入力するようになった。データベースの構築により、点検履

歴だけでなく、補修履歴へのアクセス及び点検箇所の損傷度評価が可

能となる。また、⑤に関しては、プロジェクト活動のなかで、中期的

な橋梁維持運営管理計画及び年間計画が作成され、計画に基づき補修

工事が実施されている。 

以上のことから、OEBK 職員の能力の強化に必要とされる要素はプロジェクト活動にすべて盛り

込まれており、プロジェクト期間内にプロジェクト目標は達成されると判断される。 

 

３－５ 上位目標の達成見込み 

上位目標の達成見込みは以下のとおりである。「3-3 成果の達成状況」同様、上位目標の指標は簡

易 PDM では設置されていないため、本評価では OEBK 職員及び短期専門家への聞き取り調査を通じ

て、上位目標の指標の仮設定を行い、本指標を用いて上位目標の達成見込みを判断した。本指標は、

OEBK 及び短期専門家にも承認されている。 

 

指標 達成見込み 

上位目標：マタディ橋が継続的に適切に維持管理される。 

指標 1：  OEBK は主にマタディ橋の料金収入により予算を確保しているが、
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橋梁維持管理（点検、補修、

再施工）における必要経費

が確保される。 

交通量は近年増加傾向にあり、今後マタディ橋以西のボマ～マタディ

間道路の整備が進めば、更なる交通量拡大も見込めるため、現在の予

算を継続して確保できる可能性が高い。 

指標 2： 

橋梁維持管理計画に基づ

き、OEBK 職員の人員が配

置される。 

 若手技術者の雇用により、OEBK 内で熟練技術者から若手技術者へ

の技術移転が通常業務のなかで既に開始されており、今後は、橋梁維

持管理計画に基づき、若手技術者が橋梁維持管理業務に配置される予

定である。 

指標 3： 

維持管理マニュアルが更

新される。 

 マニュアルの活用が既に行われており、その更新についても必要に

応じ実施されることが期待される。 

指標 4： 

維持管理計画が正式に承

認される。 

 維持管理計画の更新は、データベースの活用とともに、これまで実

施してきたことを継続させることにより、更新される可能性が高い。

 以上のことから、上位目標の達成見込みは高いといえる。 

 

３－６ 実施プロセスの検証 

（1）キンシャサ・バナナ交通公団（OEBK）のオーナーシップ 

プロジェクト活動は、OEBK の強いオーナーシップと総裁のリーダーシップによって促進され

た。維持管理部長をはじめとする OEBK 職員は、各業務に責任感をもち、また、組織としては

維持管理を実施することの重要性を明確に意識しており、更に中長期にわたり維持管理業務に携

わることで、インフラ整備のプロフェッショナルとしての役割を果たしたいという目標を掲げて

おり、積極的に OEBK の橋梁維持管理の業務改善に取り組んでいることが確認されている。な

おかつ、技術面だけの能力強化だけでは、OEBK 全体の強化にはならないと判断しており、本邦

研修に管理部の職員を参加させるなど、OEBK 全体の強化を図っている。 
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第４章 評価 5 項目 
 

以下に 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）の評価内容を記す。 

（1）妥当性 

コンゴ民の開発政策、わが国のコンゴ民に対する援助方針、橋梁維持管理能力向上におけるニー

ズとの整合性、地域ニーズとの整合性、そして日本の技術の優位性という観点から、妥当性は「高

い」といえる。 

 

＜コンゴ民の開発政策との整合性＞ 

第 4 代大統領であるジョゼフ・カビラ大統領は 2006 年に行われた就任演説のなかで、開発優先

5 分野として、インフラ整備、雇用促進、教育機会の拡大、水・電気の安定的供給、保健サービス

の向上を挙げている。 

また、2011 年に公表された PRSP2 においては、インフラ整備は経済成長を促進する重要な分野

としている。 

2012 年 5 月に発足したマタタ内閣も、上述の開発優先 5 分野を踏襲しつつ、「近代化改革」をめ

ざし、行政改革、マクロ経済の安定と経済成長、インフラ整備、生活基盤の改善、人材育成及び外

交強化を軸とした国家再建に関する 5 カ年計画を策定している。よって、インフラ整備能力の強化

を目的とする本プロジェクトとの整合性は高い。 

 

＜わが国の対コンゴ民援助方針との整合性＞ 

対コンゴ民主共和国「国別援助方針（2012 年 12 月）」のなかで、以下の四つの重点分野①平和

の定着、②社会サービスへのアクセス改善、③環境保全、④経済開発を挙げている。④の経済開発

においては、特に交通量の増加と施設（道路や橋梁を含む）の老朽化に対応した運輸・交通インフ

ラ整備が喫緊の課題であるとし、運輸・交通インフラ整備は、人と物の効率的移動の促進及び地域

間格差の解消に貢献するとしている。大きな恩恵がもたらされるインフラ整備に、わが国の技術を

導入・活用することにより、インフラ自体の耐久性やその維持管理能力の向上が見込まれる。 

わが国は、2013 年 6 月に開催された TICAD-V において、「横浜宣言 2013」の指針が具体化され

ている「行動計画（2013～2017 年）2」を発表した。そのなかで、アフリカの中長期的な自立性の

ある成長を可能とするために、経済成長の基盤となるインフラ整備や人材育成分野の強化に重点を

置くと述べている。 

以上のことから、主要な運輸・交通インフラの一つであるマタディ橋の維持管理能力強化に対す

る支援は、わが国の援助の方向性と合致している。 

 

＜橋梁維持管理能力向上におけるニーズとの整合性＞ 

1983 年に有償資金協力支援で建設されたマタディ橋は、建設後 31 年が経過した現在、進歩した

維持管理技術を利用した効率的な維持保守管理・補修の計画策定・実施が必要とされている。その

うえ、マタディ橋は同国唯一の長大吊橋であり、同規模橋梁の維持管理経験のある専門技術者が少

ないことに加え、専門技術者の高齢化も拍車をかけ、人員不足が深刻な問題となり、若手専門技術

                                                        
2 行動計画は、2013～2017 年までに TICAD プロセスを通じて達成すべき目標を掲げるとともに、アフリカ諸国及び国際パートナー

を含む TICAD-V 参加者によって実施される具体的施策を提示するものである。 
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者の育成が急務となっている。維持管理を行う責任機関である OEBK 職員に対しての維持管理能

力の向上を目的とした活動を実施している本プロジェクトは、橋梁維持管理におけるニーズとの整

合性は高い。 

 

＜地域のニーズとの整合性＞ 

マタディ橋のあるバ・コンゴ州は、コンゴ民で唯一海岸線をもつ州であり、貿易の玄関口として

重要な役割を果たしてきた。マタディ河川港で荷揚げされた物資は、マタディ橋を経由し、首都キ

ンシャサまで運搬される。近年、マタディ港の貨物取扱量の増加に伴い、マタディ～キンシャサ間

の交通量が増え続けているため、道路や橋梁へかかる負荷が大きくなっており、その損傷も顕著で

ある。また、今後もコンゴ民からの輸出入が増えることも見込まれ、マタディ～キンシャサ間の物

流はマタディ橋を通過する可能性が高い。 

本プロジェクトにより維持管理能力が向上すれば、道路不備による輸送の遅延を防ぐことがで

き、地域や関連産業から大きく期待されているところである。 

 

＜日本の技術の優位性＞ 

わが国は、過去エチオピアやボリビア、近年ではエジプトやキルギスタン等、世界のさまざまな

国における橋梁維持管理に係る人材育成・組織管理の支援に携わり、長年の経験を有している。こ

のような経験により練り上げられた橋梁維持管理計画やマニュアルの策定、技術研修実施に関する

ノウハウは、本プロジェクトにも効果的に導入されている。 

マタディ橋は、完成当時、鉄道・道路併用吊橋として世界第 1 位の長大吊橋であり、日本の本州

四国連絡橋の技術・ノウハウを生かして建設された。そのため、高度な技術的判断を必要とする検

査・点検技術が OEBK 職員に定着するまでに、かなりの時間が必要であった。そんななかで、橋

梁完成後は、橋梁の再塗装を行うなど計画的な維持管理業務は実施され、橋梁は良好な状態を保っ

ているものの、OBEK の保有機材や技術力には限界があり、一部補修が追いついていない箇所があ

り、また補修のための必要機材も不足している。現在、建設時に作成された保守点検マニュアルを

活用して維持管理を行っているが、最新の技術知見に基づいたマニュアルの更新が求められる。よ

って、マニュアルの更新が組み込まれている本プロジェクトの活動に対する評価は高い。 

 

＜本プロジェクトで採用された技術移転手法＞ 

橋梁維持管理業務に係る能力開発の具体的手法として実施された点検・補修技術の定期研修や日

常・定期点検技術の現場実地指導は、本プロジェクトのターゲットグループである OEBK 職員の

ニーズに大きく合致したものである。OEBK 職員への聞き取り調査によると、本プロジェクトで派

遣した短期専門家が直接 OEBK 技術者に対して機材の活用方法やマニュアル更新方法等の技術指

導を行ったことは OEBK 職員にも高く評価されており、投入として妥当であったことが確認され

た。 

 

（2）有効性 

「成果」達成による「プロジェクト目標」達成への貢献度は十分であり、プロジェクト目標の達

成状況をかんがみると、有効性は「高い」と考えられる。 
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＜「プロジェクト目標」の達成度＞ 

前述の「3-4 プロジェクト目標の達成状況」で示したとおり、プロジェクト目標の達成見込み

は高いと思われる。OEBK の維持管理能力向上のために必要な点検・補修技術の現場実地指導が実

施された。その結果、橋梁維持管理サイクルに係る概念が OEBK に理解され、その定着及び普及

につながっていることが確認された。橋梁点検及び維持管理作業については、短期専門家の監督の

下、技術移転は順調に行われているといえる。 

 

＜「成果」から「プロジェクト目標」の達成に対するロジック＞ 

本プロジェクトの三つの成果は、OEBK のマタディ橋梁維持・管理能力の強化のために必要なす

べての要素を網羅しており、成果の産出はプロジェクト目標の達成に直接つながるといえる。プロ

ジェクト目標である橋梁維持・管理能力強化のためには、①点検計画→②点検→③評価/判定→④

維持/修繕/改良計画→⑤維持/修繕/改良といった一連の維持管理サイクルを適切に機能させること

が必要である。本プロジェクトにおいては、OEBK に不足していた要素を補う活動が投入されてい

る。 

成果 1 の活動では、橋梁の現状を把握するため、現状調査を実施し、その結果に基づき、運営管

理計画や橋梁維持管理計画が策定される（①と④）。成果 2 の活動を通じ、点検・補修作業に必要

なマニュアルが作成される（②と③）。また、成果 3 の活動により、OEBK 技術者の日常維持管理

技術が向上する（④と⑤）。よって、成果 1～3 はプロジェクト目標達成のために、明確かつ効果的

であり、プロジェクト目標と成果のロジックは適切であると判断される。 

 

＜「成果」から「プロジェクト目標」に至るまでの外部条件＞ 

成果からプロジェクト目標に至るまでの外部条件は設定されていない。 

 

（3）効率性 

投入実績により生み出される成果の程度の観点から、効率性は「やや高い」と判断される。 

 

＜各「成果」の達成度＞ 

「3-3 成果の達成状況」に示したとおり、終了時評価時点において、成果 1～2 はおおむね達成

されている。成果 3 に関しては、残りのプロジェクト期間、以下の点に留意しつつ成果にかかわる

活動を実施し、その発現を加速させることができれば、プロジェクト終了時までに、すべての成果

は達成されると判断される。 

① OEBK がめざす技術能力レベルの設定 

② OEBK 内における技術の定着及び熟練技術者から若手技術者への技術移転体制の構築 

 

＜成果を達成するための投入の質、量及びタイミング＞ 

日本側及びコンゴ民側による投入は、目標達成に向け期待される成果を産出するためにおおむね

必要かつ十分なものであったことが確認された。下記文中の括弧内は、投入内容を示す。 

日本側の投入： 

日本側の投入は、短期専門家派遣、本邦研修、資機材供与及び在外事業強化費の拠出である。

これらの投入は、その数量、質、タイミングにおいて、プロジェクト目標を達成するためにおお
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むね妥当であり、かつ有効に活用されている。 

・ OBEK による適切な橋梁維持管理を遂行するために、OEBK と日本人専門家は、必要な機材

について議論した。これにより、OEBK によって使用・維持管理の可能な機材が投入され、

その結果、機材を用いた維持管理能力の向上が認められた。これまで保有していた機材では

できなかった点検を実施できるようになり、維持管理業務の質が向上した。また、長期的に

機材を使用するため、機材自体の維持管理を実施し、供与機材の保守管理を効果的に実施し

ている。他方、橋梁点検車の据え付け器具が予定どおりに到着しなかったため、ほかの活動

を先に実施する等の調整を行い、据え付け器具が届いてから橋梁点検車の据え付け作業を行

うことにより、最終的には、プロジェクト期間中に予定されていたすべての活動を実施した

（機材供与）。 

・ プロジェクト期間中に 5 回の本邦研修が実施され、計 15 名の OEBK 職員が参加した。マタ

ディ橋建設時から従事している技術職員だけでなく、次世代を担う若手技術者も本邦研修に

参加する機会を得た。研修内容は、理論的かつ実践的であり、研修分野も橋梁維持管理だけ

でなく、アスファルト舗装やコンクリートの品質管理等多岐にわたっていたことから、研修

は非常に効果的であったと参加した OEBK 職員は述べている。また、吊橋という特殊な構

造の橋を維持管理するための知識と技術を習得するプログラムが研修内容に組み込まれて

いたことも高く評価された（本邦研修）。 

・ 本邦研修において、組織を円滑に運営することの大切さ、連携した運営体制の重要性を学び、

橋梁の適切な管理を行うためには、維持管理部門と運営管理部門が常に意見交換することが

不可欠だと認識した。維持管理部による維持管理計画立案時に、運営管理部からの申請予算

額その配分についての情報を共有することで、必要事項を網羅しつつも予算に無理のない維

持管理が実施可能であるということを認識した（本邦研修）。 

・ 本州四国連絡高速道路が日本の実施例に基づいて作成した維持管理マニュアルを参考に、マ

タディ橋の現状に即したマニュアル作成が行われた。長大吊橋の維持管理において、日本が

誇る本州四国連絡高速道路の技術が活用されているという点で評価が高い（マニュアル作

成）。 

・ 短期専門家は、3 週間/年という限られた期間のなかで、OEBK 内での技術移転のために、

OEBK 職員の日常の維持管理業務に同行し、効率的な OJT を実施した。OEBK 職員への聞

き取り調査によると、短期専門家はその技術力・経験に加え、コミュニケーション能力も高

く評価され、専門家の不在期間には、習得した技術を用いて定期的に点検を行い、有事の際

には直ちに短期専門家に連絡・相談できる体制をとっているとのことであった。また、短期

専門家によるシャトル型の集中的な技術移転方法は、費用対効果をかんがみて効率的かつ効

果的であったことも OEBK への聞き取り調査により報告されている（短期専門家派遣）。 

 

コンゴ民側の投入： 

・ プロジェクト開始時に配置された OEBK 職員が、終了時評価時点でも引き続きプロジェク

トに従事することで、かなりの技術の向上が確認されている。OEBK 職員はプロジェクト内

容を十分に理解し、実地研修に参加したことによる、質や一貫性を維持した活動に積極的に

取り組むことができた（人員配置）。 
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＜「活動」から「成果」に至るまでの外部条件＞ 

活動から成果に至るまでの外部条件は設定されていない。 

 

（4）インパクト 

上位目標の達成見込み、プロジェクト目標と上位目標が乖離していないこと、及び上位目標達成

に向けたプロジェクトによる正のインパクトが確認されていることから判断すると、インパクトは

「高い」と判断できる。 

 

＜「上位目標」の達成見込み＞ 

「3-5 上位目標の達成見込み」に示したとおり、OEBK は主にマタディ橋の料金収入により予

算を確保しているが、交通量は近年増加傾向にあり、今後マタディ橋以西のボマ～マタディ間道路

の整備が進めば、更なる交通量拡大も見込めるため、現在の予算を継続して確保できる可能性が高

い。また、若手技術者の雇用により、OEBK 内で熟練技術者から若手技術者への技術移転が通常業

務のなかで、既に開始されており、適切な人員による技術の定着及び移転が期待される。マニュア

ルの活用については既に行われており、その更新についても必要に応じ実施されることが期待され

る。維持管理計画の更新についても、データベースの活用とともに、これまで実施してきたことを

継続させることにより、更新される可能性が高い。以上のことから、上位目標の達成見込みは高い

といえる。 

 

＜プロジェクト目標と上位目標の因果関係＞ 

プロジェクト目標である「OEBK の橋梁維持・管理能力の強化」が、上位目標である「マタディ

橋が継続的に適切に維持管理される」の達成に寄与するためには、次の①～⑤項目、①プロジェク

トを通して OEBK に移転された技術が確実に定着すること、②定期的に維持管理マニュアルが更

新されること、③OEBK 内で若手技術者へ技術移転が行われること、④維持管理予算が確保される

こと、⑤継続的に維持管理計画を策定・更新されること、が絶対条件となる。OEBK は主体性をも

って、上記条件を満たすための活動を開始していることが聞き取り調査で確認されており、これら

が継続して実施されれば、上位目標の達成見込みも高く、プロジェクト目標と上位目標は乖離して

いない。 

 

＜プロジェクトの波及効果＞ 

プロジェクト報告書及び短期専門家及び OEBK 職員への聞き取り調査結果では、プロジェクト

実施による正のインパクトとして以下が確認された。なお、負のインパクトは確認されていない。 

・ 新人技術者や観光客等にマタディ橋の歴史を知ってもらうために、マタディ橋歴史資料館の

建設工事が始まっている。建設のきっかけとなったのは、本邦研修で見学した橋梁資料館に

その土地の歴史などが展示してあったことであり、コンゴ民においても地元の人々だけでな

く、マタディ橋利用者にその歴史について学んでほしいという思いから、資料館の建設が決

定した。建物のスペックや予算額、施工期間などが記載された建設図書は完成しており、

近々、運輸省に予算の申請をする予定である。今後、OEBK の予算から必要額を確保する予

定である。 

・ OEBK への聞き取り調査によると、運輸省より、OEBK の所有建物についての緊急マニュア
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ル作成の指示が発令された。また、OEBK 内の協議により、建物だけなく、OEBK が管理運

営するマタディ橋の緊急マニュアルも作成することが決定した。現在、ドラフト段階である

マニュアルは、8 月中に OEBK 及び短期専門家により最終化される予定である。終了時評価

時点においては、2 回の車両火災が発生しており、緊急マニュアルに沿った緊急対応が行わ

れた。 

 

＜「プロジェクト目標」から「上位目標」に至るまでの外部条件＞ 

プロジェクト目標から上位目標に至るまでの外部条件は設定されていない。 

 

（5）持続性 

政策的側面における持続性は確保される見通しがあるものの、技術的側面、組織的側面及び財政

的側面における持続性の確保には懸念がみられる。持続性は、以下の観点から「中程度」と判断さ

れる。 

 

＜政策的側面＞ 

上述の「第 4 章 評価 5 項目（1）妥当性」に示したとおり、「インフラ整備」は、ジョゼフ・カ

ビラ大統領が挙げている開発優先 5 分野の一つであり、2011 年に公表された PRSP2 においても重

要分野とされており、コンゴ民側でのプロジェクト効果の持続性を確保するための政策は維持され

るものと判断される。 

 

＜技術的側面＞ 

本邦研修に参加した熟練技術者の技術・知識・経験を共有するために開催された現地実施研修に

より、日常のさまざまな情報や経験、知識を共有する場が創出、拡大されている。OEBK 職員への

聞き取り調査によると、職員間のコミュニケーションも活発に行われ、能力が徐々に定着しつつあ

ることが確認された。しかし、技術者の能力・技術には依然ばらつきあり、一定の技術や能力が技

術者に確実に定着するには時間を要することが予想される。したがって、技術定着のための内部研

修を取り入れる必要がある。 

作成された維持管理マニュアルについては、実用性に沿った内容にするために、今後も OEBK

による実務の経験や結果を定期的に反映させ、マニュアルを更新する必要がある。そのために、マ

ニュアルを更新する体制の構築が、技術移転における持続性の保持に欠かすことはできない。本プ

ロジェクト終了時までにマニュアル更新体制を構築させることが重要である。 

 

＜組織的側面＞ 

「第 4 章 評価 5 項目（3）効率性」で述べたとおり、組織能力の強化のためには、管理部と技

術部との連携が組織体制の強化につながることを理解しはじめるなど、OEBK によるオーナーシッ

プが十分に醸成されたことが確認された。 

若手の人材育成に関しては、若手 OEBK 職員の技術能力向上に向けた研修を実施するうえで、

機能的な人材育成システムの構築・導入が重要である。特に、組織レベルでの能力を向上させるた

めには、個々の技術者が個人能力向上のための研修を受けるだけでなく、習得した知識・技能を周

囲の職員へ普及させる機能的なフィードバックシステムが必要である。橋梁の維持管理について
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は、既にプロジェクトを通じ、維持管理計画を策定しており、今後は、予算と人員配置により裏づ

けされた実施可能な計画の更新と計画に基づく実施が不可欠である。また、OEBK では、本プロジ

ェクトによって供与された機材の維持管理を徹底するとともに、維持管理マニュアルの更新を定期

的に行う予定である。 

 

＜財政的側面＞ 

OEBK の収入源として、マタディ橋通行使用料、アパート賃貸料、機材貸与及びツーリズムが挙

げられる。通行使用料は、収入総額の約 98％（2010 年）を占め、最も重要な収入源となっている。

また、2009 年に通行使用料の値上げを行った結果、通行料による料金収入は、2008 年以前の約 15

億コンゴフランから約 30 億コンゴフラン（2009 年以降）となった。収入が増加したことにより、

OEBK はその一部を使用し、2010 年にはパトロール用の車両を、2011 年には乗用車と 4WD の小

型車を購入している。 

また、日本人専門家によると、橋梁部の舗装表面全面や取り付け道路において、アスファルト成

分の劣化が見られ、骨材の飛散が進行する可能性があるため、早い段階での舗装の全面再施工を検

討する必要があることが確認された。このように、将来必要となる大規模橋梁修繕に備えて、料金

収入から予算を確保する必要がある。 

OEBK 専門家への聞き取り調査によると、プロジェクト活動のなかで橋梁維持管理運営管理計画

を策定し、計画に基づいて予算申請したにもかかわらず、十分な予算執行がなされなかった。その

理由としては、OEBK に上記のような独自の収入があることが挙げられるが、今後、適切な運営維

持管理を続けるには、その収入だけでは十分ではない。今後、組織としてどのような対策を講じれ

ばよいか検討する必要がある。 
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第５章 結       論 
 

結論として、プロジェクト終了時までにコンゴ民と日本双方の努力により、プロジェクト目標であ

る「OEBK のマタディ橋梁維持・管理能力が強化される」はおおむね達成されるといえる。 

評価 5 項目に関し、持続性は中程度、効率性はやや高いなか、妥当性、有効性、インパクトは高く、

満足のいくレベルのものであった。 

全体としては、プロジェクト期間中にプロジェクト目標をおおむね達成すると結論づけることがで

きる。また、プロジェクトによる成果が維持され、以下 5 点（1.橋梁維持管理における必要経費の確

保、2.適切な OEBK 職員の人員配置、3.維持管理マニュアルの活用及び更新、4.維持管理計画の更新

及び正式な承認、5.OEBK 内の技術の定着及び普及）が達成されれば、上位目標の達成が見込まれる。 

全体としてはプロジェクト期間中にプロジェクト目標をおおむね達成すると結論づけることがで

きる。また、プロジェクトによる成果が維持され、次の 5 点（1.橋梁維持管理における必要経費の確

保、2.適切な OEBK 職員の人員配置、3.維持管理マニュアルの活用及び更新、4.維持管理計画の更新

及び正式な承認、5.OEBK 内の技術の定着及び普及）が達成されれば、上位目標の達成が見込まれる。 

これより、本プロジェクトは変化する環境のなかで可能な限りの成功を収めたと考えられることか

ら、評価チームはスケジュールどおりに終了することが妥当と結論づける。 
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第６章 提       言 
 

（1）橋梁維持管理に係る組織体制の強化 

本技術協力プロジェクトにおいては、1980 年代に日本の協力により橋梁維持管理の技術を習得

した技術者の後継を育成することに注力している。後継者を中心とし、新たな橋梁維持管理体制を

構築するとともに、彼らがまた後進に技術を移転する体制を構築することを提言する。 

 

（2）橋梁維持管理マニュアルの更新 

本技術協力プロジェクトにおいて、既存橋梁維持管理マニュアルの更新を実施したが、マニュア

ルは自らの経験を踏まえ適宜更新することが望ましい。今回、プロジェクトで供与された維持管

理・点検用機材及び本邦研修にて修得した知識をマタディ橋維持管理に役立て、その気づきを適宜

マニュアルに反映させることを提言する。 

 

（3）無償資金協力との連携 

2015 年より実施される予定の無償資金協力によりケーブル内送気システムの据え付け、ケーブ

ルの塗装、ケーブルバンドの締め付け、電気設備の更新等、多くの機材設置、改修工事が実施され

る。これらは、コンゴ民技術者の技術を習得する絶好の機会であるため、OEBK からできる限り多

くの技術者を参加させ、多くの技術を習得させることを提言する。 

また、これら据え付け・工事の参加で得られた知見を既存橋梁維持管理マニュアルに反映させる

ことも提言する。 

 

（4）中長期的維持管理予算の確保 

橋梁維持管理においては、日常点検以外に、数年～20 年程度ごとに実施すべき大規模補修・機

材更新（再塗装、電気部品等取り換え等）がある。200 年の維持管理を目標とした場合、これら大

規模補修を怠ると劣化が加速し、結果としては、橋梁の寿命の短縮につながるため、大規模補修に

必要な資金を別途積み立てることを提言する。 
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１．簡易型プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）  

簡易型プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM） 

 

(1)  協力期間 ： 3 年 1 カ月間（2012 年 3 月 1 日～ 2015 年 3 月 31 日） 

(2)  実施機関 ： キンシャサ・バナナ交通公団(OEBK) 

(3)  上位目標 ： マタディ橋が継続的に適切に維持管理される。 

(4)  プロジェクト目標 ： OEBK のマタディ橋梁維持・管理能力が強化される。 

(5)  成果   

1)  中期的な橋梁維持運営管理計画が策定される。 

2)  維持管理マニュアルが更新される。 

3)  OEBK 技術者の日常維持管理技術が更新される（若手技術者の育成を含む）。 

(6)  プロジェクト活動〔（5)成果の 1）、2）、3）に対応〕 

1-1 維持管理に係る運営管理計画（資金計画）を策定する。 

1-2 橋梁の現況調査（健全度調査）を実施する（ケーブル開放調査を含む）。 

1-3 健全度調査の結果を受けた、橋梁維持管理計画を策定する。 

1-4 維持管理技術者及び橋梁維持運営管理者の人材育成計画を策定する。 

2-1 橋梁の現況調査を実施する（1-2 と共通）。 

2-2 現況から必要となる維持管理項目と、既存の維持管理マニュアルの内容を比較し、必要な維

持管理（点検・補修）マニュアルの更新を行う。 

3-1 人材育成計画に基づき、点検・補修技術の定期的研修を実施する。 

3-2 日常・定期点検技術について、現場実地指導を実施する。 

3-3 補修技術について、現場実地指導を実施する。 

(7)  

 

1)  

2)  

3)  

4)  

 

投入 

日本側投入： 

短期専門家派遣（橋梁維持管理技術、橋梁維持管理運営・計画） 

橋梁健全度調査（含むケーブル開放調査） 

調達機材に係る仕様作成及び機材据え付け管理のための人員 

点検・補修用機材（調達及び据え付け） 

 側面点検用昇降足場（内面検査車 2 台・側径間下面検査車 2 台） 

 駆動装置（内面検査車 2 台分・側径間下面検査車 2 台分） 

 塔作業車 

 補剛桁点検用ギャトロリー〔(レール＋下面検査車)×2 側径間〕 

 4t クレーン付きトラック 

 高所作業車 

 昇降梯子 

 伸縮装置点検足場 
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5) 

 

 

 

 

1)  

2)  

3)  

4)  

(8) 

 

本邦研修受入 

 橋梁点検技術コース（3 名×2 回） 

 橋梁補修技術コース（3 名×1 回） 

 橋梁管理・運営能力向上コース（3 名×2 回） 

相手国側投入：  

カウンターパートの配置 

サポートスタッフの配置 

事務所スペースの提供 

点検・維持管理機材の適正な運用・維持管理 

前提条件 ：  

バ･コンゴ州及びマタディ市の治安状況が悪化しない。 

(9)  関連する援助活動 

 有償資金協力「バナナ～マタディ間輸送力増強事業」（1974～1983 年） 

国別研修「橋梁維持管理技術」（2010、2011 年） 
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２．実施計画（PO）表
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■

■
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*
*

*
*

*
*

*
*

*
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*
*

*
*

*
*

*
*

*
*

*
*

*
■

投
入

■
■

■

□
■

□
■

□
□

■
■

活
動

■ ■
*

*
*

*
*

*
*

*
*

*
*

■
*

*
*

*
*

*
*

*
*

*
*

*
*

■

投
入

■
■

□
■

□
■

活
動

□
*

*
*

*
*

*
*

*
*

*
*

□

■
■

■
■

投
入

■
■

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

▲

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

▲
□

■
■

□

□
□

□

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

▲

（
活

動
）
■

：
専

門
家

現
地

活
動

　
□

：
先

方
政

府
の

み
で

の
活

動
　

（
投

入
）
■

：
現

地
　

□
：
国

内
　

▲
：
納

入
・
据

え
付

け

3
-
A

) 
短

期
専

門
家

（
橋

梁
維

持
管

理
技

術
 ）

（
1
-
A

と
共

通
）

2
-
2
)　

現
状

か
ら

必
要

と
な

る
維

持
管

理
項

目
と

、
既

存
の

維
持

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

内
容

を
比

較
し

、
必

要
な

維
持

管
理

（
点

検
・
補

修
 ）

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

更
新

を
行

う
。

1
-
4
) 
 維

持
管

理
技

術
者

及
び

橋
梁

維
持

運
営

管
理

者
の

人
材

育
成

計
画

を
策

定
す

る
。

3
-
3
) 
補

修
技

術
に

つ
い

て
、

現
場

実
地

指
導

を
実

施
す

る
。

3
-
1
)　

人
材

育
成

計
画

に
基

づ
き

、
点

検
・
補

修
技

術
の

定
期

的
研

修
を

実
施

す
る

。

3
-
2
) 
日

常
・
定

期
点

検
技

術
に

つ
い

て
、

現
場

実
地

指
導

を
実

施
す

る
。

3
-
F
) 
機

材
供

与
（
補

修
機

材
）
※

追
加

が
あ

れ
ば

（
現

状
で

は
な

し
の

予
定

）

2
-
A

) 
短

期
専

門
家

（
橋

梁
維

持
管

理
運

営
・
計

画
 ）

（
1
-
A

と
共

通
）

2
-
B

) 
橋

梁
健

全
度

調
査

(含
む

開
放

調
査

) 
(1

-
B

と
共

通
)

1
-
B

) 
橋

梁
健

全
度

調
査

(含
む

開
放

調
査

)

1
-
C

) 
本

邦
研

修
（
管

理
・
運

営
能

力
向

上
）

1
)　

中
期

的
な

橋
梁

維
持

管
理

計
画

が
策

定
さ

れ
る

。

3
-
C

) 
機

材
供

与
（
点

検
/
補

修
機

材
）
※

特
注

品
（
据

え
付

け
支

援
業

務
含

む
）

1
-
D

) 
専

門
家

（
契

約
）
（
橋

梁
維

持
管

理
計

画
作

成
）

3
)　

O
E
B

K
技

術
者

の
日

常
維

持
管

理
技

術
が

更
新

さ
れ

る
（
若

手
技

術
者

の
育

成
を

含
む

）
。

2
0
1
1

3
-
B

) 
機

材
供

与
（
点

検
/
補

修
機

材
）
※

既
製

品

3
-
D

) 
本

邦
研

修
（
橋

梁
点

検
技

術
）

3
-
E
) 
本

邦
研

修
（
橋

梁
補

修
技

術
）

2
0
1
2

2
0
1
3

2
0
1
4

2
)　

維
持

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

更
新

さ
れ

る
。

2
-
1
)　

橋
梁

の
現

況
調

査
を

実
施

す
る

（
1
-
2
と

共
通

）
。

マ
タ

デ
ィ

橋
維

持
管

理
能

力
向

上
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
　

活
動

計
画

（
P

O
)表

1
-
1
)　

維
持

管
理

に
係

る
運

営
管

理
計

画
（
資

金
計

画
）
を

策
定

す
る

。

1
-
2
)　

橋
梁

の
現

況
調

査
（
健

全
度

調
査

）
を

実
施

す
る

 （
ケ

ー
ブ

ル
開

放
調

整
含

む
）
。

1
-
3
)　

健
全

度
調

査
の

結
果

を
受

け
た

、
橋

梁
維

持
管

理
計

画
を

策
定

す
る

。

1
-
A

) 
短

期
専

門
家

（
橋

梁
維

持
管

理
運

営
・
計

画
 ）
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